
                                                    

                            質 疑 要 旨                          紐野義昭議員 №１ 
 

質 疑 要 旨 要 答 弁 者  

１ 県政における基本姿勢について 

 (1) 「６３年ぶりの地元出身知事」と強調していたのは、これまで

の県外出身の知事の歩みや功績をどのように評価しての発言だっ

たのか。 

 (2) 出身地にかかわらず、地域のために奮闘している全国の知事を

どのように評価しているのか。 

 (3) 「地元出身」であることを今後の県政にどう活かし、県民の信

頼に応えていくのか。 

 (4) 高市内閣の「地方創生２．０」を本県の発展につなげるため、

国との連携強化や地方への権限・財源の移譲にどのように取り組

むのか。 

 (5) 消費税率引下げの減収額はどの程度見込まれ、本県財政に及ぼ

す影響をどのように認識しているのか。また、県・市町の財政運

営に支障を生じさせないよう、国が責任を持って補填すべきだ

が、どのような対応を求めていくのか。 

 

２ 農政について 

 (1) 能登において、本格的な営農再開の動きが、当初の想定を超え

た広がりを見せていることについての受け止めを聞く。 

 (2) 国の対応が後手に回ったことによる米の需給や価格の混乱が、

生産者の不安や経営負担に繋がっていると思うが、国の米政策の

結果をどのように認識しているか。 

 (3) 能登の農業の復興にあたり、「作れば生活が成り立つ農業」に

していくため、国と県はどのように責任を果たしていくのか。 

 

３ 災害対策について 

 (1) 昨年見直した被害想定や地域防災計画に、能登半島地震や奥能

登豪雨の教訓をどのように反映したのか。 

 (2) 被害想定や地域防災計画を災害時に機能させるため、訓練や関

係機関との連携強化、現場での検証などにどのように取り組んで

いくのか。 
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４ 個別避難計画について 

 (1) 能登半島地震では、実際の避難にどの程度活かされたのか。ま

た、市町ごとの作成状況をどう捉え、今後どのように取り組んで

いくのか。 

 (2) 計画の実効性を高めていくため、市町をどのように支援してい

くのか。 

 

５ 防災専従職員の確保と行政機能の維持について 

(1) 県・市町の防災専従職員の配置状況をどのように評価している

のか。 

(2) 能登半島地震の教訓を踏まえ、防災専従職員の拡充や専門人材

の育成と女性の視点を生かした防災体制の充実に、どのように取

り組んできたのか。 

(3) 大規模災害に備え、業務継続計画や受援計画をどのように見直

し、行政機能や住民サービスが継続できる体制を構築していくの

か。 

(4) 地震・豪雨の教訓を今後の県政にどう活かし、県民の命と暮ら

しを守る「災害に強い石川県」をどのように築くのか、決意を聞

く。 

 

６ 障害児の通学支援と進路情報について 

(1) 保護者の送迎に頼らざるを得ない障害のある児童生徒の通学支

援の現状に、どのような課題があると認識しているのか。 

(2) 県内市町における国の移動支援事業などを活用した障害児の通

学支援の実施状況と、対象者や利用条件などの違いについて聞

く。 

(3) 地域による支援格差をなくし、市町による安心して通学できる

環境整備を後押しする考えはないか。 

(4) 子どもたちの進路に関する情報を保護者や学校が分かりやすく

得られる仕組みを整え、一人ひとりの希望や適性に応じた高校等

への進路選択を支援していく考えはないか。 
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 (5) 通学支援と進路情報の充実に、より積極的に取り組んでいくべ

きと考えるが、所見を聞く。 

 

７ 学校給食について 

 (1) 献立や栄養価の確保、県産食材の活用など、現場ではどのよう

な課題が生じていると認識しているのか。また、物価高騰が続く

中、給食の質を維持するため、市町に対してどのような支援を行

っていくのか。 

(2) 栄養教諭の役割をどう評価し、その専門性を発揮できる体制を

どのように整えていくのか。また、調理員など給食現場を支える

人材確保の充実にどう取り組むのか。 

(3) 食への感謝の心を、学校給食を通じて、子どもたちにどのよう

に伝えているのか。 

 (4) 学校給食を子どもたちの成長と食育を支える重要な教育の一環

として、今後、どのように守り、充実させていくのか。 
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